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研究成果の概要（和文）：本研究は、人形浄瑠璃における情の表現について、さまざまなアプローチにより明ら
かにすることを目的とする。代表者および分担者は、単独であるいは連携して、調査および研究活動をおこなっ
た。調査のうち主なものは、人形浄瑠璃や舞楽の実演家に対する聞き取り調査や、文楽座をはじめとする人形浄
瑠璃上演の実態調査である。また心理学調査による共同研究もおこなった。これらの調査および研究は、学術論
文や学会発表、著書として発表された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to clarify the expression of emotion in puppet 
theater in various ways. Representatives and team members conducted research and research activities
 alone or jointly. Collaborative studies based on psychology experiment was also carried out. The 
results were published as academic papers and conference presentations.

研究分野： 人形浄瑠璃

キーワード： 語り　浄瑠璃　人形操り　文楽　感情表現　口頭伝承　舞楽　雅楽
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で実施した聞き取り調査や心理学調査により、人形浄瑠璃における伝承や上演のあり方や情の表現の特質
があきらかになった。また宮内庁楽部楽師に対しておこなった聞き取り調査により、舞楽における芸術理念の特
徴があきらかになった。さらに聞き取り調査の一部は、文字起こしおよび整理をおこなった上で雑誌上に発表し
た。これらのことにより、文化財としての人形浄瑠璃のあり方を考える上で重要な情報が社会に共有された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 研究開始時において人形浄瑠璃に関する研究は、各分野の個別のアプローチにより、浄瑠璃
と人形操りを別々に扱うことがほとんどだった。しかし本来人形浄瑠璃において、浄瑠璃と人
形操りは密接な関係にある。しかも両者は共に、情を表現することに重きを置いている。その
ことに注目し、三人遣い操法においては義太夫節浄瑠璃と同じく情の表現が重視されているこ
とを明らかにしたものとして、細田明宏「人形浄瑠璃における「情」の重視と三人遣い操法の
成立」（2011）がある。 
そこで本研究では、さまざまな分野の研究者が連携して調査・研究を行い、その成果を世に

問うことで、人形浄瑠璃研究に新たな視座をもたらして一般社会や学界に貢献するとともに、
人形浄瑠璃研究に対する社会的な要求に応じようとする。 
 
２．研究の目的 
 人形浄瑠璃においては、「情」（感情や心情）を表現することが重要視される。本研究では、
浄瑠璃と人形操りそれぞれにおいてどのように情が表現されているのかを明らかにし、人形浄
瑠璃に対する理解を深めることを目的とする。すなわち本研究は、人形浄瑠璃における情につ
いて、さまざまな分野（美学・演劇学、文楽研究、雅楽研究、社会心理学）の研究者が連携し
て調査・研究を行い、その成果を世に問うことで、人形浄瑠璃についての新たな研究基盤を構
築することを目標とする。さらに調査で得た資料や研究成果を公開することにより、人形浄瑠
璃に関する情報へのアクセスを容易にする。また本研究は、情という人形浄瑠璃の本質に迫る
問題を明らかにすることにより、文化財としての人形浄瑠璃のあり方を考える際の基本的な知
見を提供することをも目標としている。 
 
３．研究の方法 
 次の（１）から（３）の調査・研究をおこなう。 
（１）浄瑠璃の稽古と上演の実態 
 情の表現を考える上で、稽古は重要な研究対象であるため、次の調査・研究をおこなう。 
①文楽座技芸員に対するインタビュー調査 
 文楽座技芸員がどのような表現を目指しているのかについて、聞き取り調査をおこなう。 
②地方人形座の上演の実態 
 山口県、東京都の地方人形座が、実際にどのように上演されているのかを調査する。 
③調査結果の比較検討 
 調査の結果をもとに稽古の実際、文楽と地方人形座との違いについて明らかにする。 
（２）心理学調査 
①人形の個性や心の動きを人が感じ取る過程 
 静止状態にある文楽人形に対する印象（どのような感情が読み取れるかなど）が，人形遣い
による動きが加わることによってどのように変化するか。また共感性や自尊感情、攻撃性など
の個人差が，人形の感情や個性の読み取りに関連するかを明らかにする。 
②一人遣いと三人遣いとの比較 
 文楽人形は通常、三人の人形遣いによって操作される（三人遣い）が、元は一人の人形遣い
によって操作されるもの（一人遣い）であった。そこで一人遣いと三人遣いにおいて読み取れ
る感情の違いを明らかにする。 
（３）人形操りと舞楽との比較 
 舞楽では情の表現がなされないことが、代表者（細田）による予備調査で明らかになった。
そこで人形操りと舞楽との違いに着目し、次の調査・研究をおこなう。 
①宮内庁楽師へのインタビュー調査 
 宮内庁楽師に対してインタビュー調査をおこなう。 
②人形操りとの比較 
 調査の結果をもとに人形操りと舞楽との比較をおこない、論文にまとめて発表する。 
 
４．研究成果 
本研究では、次のような成果をあげることができた。 

（１）浄瑠璃の稽古と上演の実態 
文楽座技芸員などの文楽関係者を対象として聞き取り調査をおこなった。また地方の人形浄

瑠璃についても聞き取り調査をおこなった。さらに過去におこなった聞き取りについて補足調
査をおこなった。これら聞き取り調査の一部は、文字起こしおよび整理をおこなった上で雑誌
上に発表した。 
（２）人形操りと舞楽との比較 
宮内庁楽部に所属する楽師に対して聞き取り調査をおこなった。この聞き取り調査は、今日

の宮内庁楽部における舞楽の上演の実態および芸術理念に関するものであり、それにもとづい
て論文が発表された。またその結果によって、文楽の人形操りとの比較も検討され、いくつか
の点で違いがあることがあきらかになった。 
（３）心理学調査 
文楽座技芸員による人形操作をビデオ収録し、それを被験者に提示しておこなった心理学実



験の結果がまとめられた。この調査は、文楽人形の動き（感情表現に関するものを中心とする）
を被験者がどのように知覚するのかを明らかにしようとするものである。その成果を、２０１
９年２月１５日に東京・国立劇場において「科研費成果報告会」として発表した。 
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